令和元年度　第１回大阪府河川水辺の賑わいづくり審議会　議事要旨
日　時
：令和元年９月26日（木）15:00～17:00
場　所
：大阪府災害対策本部会議室（大阪府庁新別館北館１F）
出席者　：委員）岡井委員・川池委員・武田委員・橋爪委員・久末委員　計5名（欠席：馬場委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局　〕
（1）審議事項　都市・地域再生等利用区域の指定について（区域名:「安威川ダム」）
○公募に当たっては、事業推進のビジョンを公民で共有し、連携しながら事業を推進できるような仕組みを作ることが重要。
○自然環境や景観の保全・再生といった視点にも公民で連携して取り組むことが重要。
○ファンづくり会の活動などのこれまでの取組みが、ますます推進されるような民間事業者の活用を期待する。
○事業者決定後のエリアマネジメント組織の立ち上げについては、ダム建設費以外の予算のかけ方や民間企業のバックアップの仕方などを留意しながら、公民で連携して進めることが重要。
○今回の事業者公募ではエリアマネジメント組織Ⅰを募集するのか。
●各事業を行う民間事業者を募集し、その各事業者によりエリアマネジメント組織Ⅰを立ち上げてもらうという流れを想定している。（茨木市）
○可能であれば、公募要項に記載する条件として、北部地域活性化のための地域貢献の方法の提案について記載されたい。
○水辺でのアクティビティについて、モーター付きのアクティビティをどこまで許容するのか、ある程度の基準を事前に定めていたほうがよい。
○洪水が発生した際に、安全確保のために施設のユーザーに対して、大阪府でどのような情報を集約・発信されるのか。
●リアルタイムでの貯水池の水位や放流量といった情報をインターネット上で公開するだけでなく、茨木市を通じて直接事業者に向けて情報発信するような形で考えており、ダム建設に合わせてそのような情報発信の規定を作成する。（大阪府）
○安威川ダムファンづくりの会の日常的な活動は、どれくらいの頻度でどのような活動をされているのか。
●ダム事業地を活用した食育の取り組みを2カ月に1回程度実施している。そのほかにもサイクリングプロジェクトや森林保全プロジェクトなど、茨木市と連携して取り組んでいる。（大阪府）
○公共施設では、年に1回のお祭りみたいなものだけでなく、「そこに行ったら何か出来事が起こっている」という意味のイベントが重要。将来的にはファンづくり会がエリアマネジメント組織に参画し、日常的に小さいイベントが継続的に行われるような運営につながっていくことが重要。
●ファンづくり会では、日常的な活動を大事にしており、それを広く発表する場が安威川フェスティバルであると捉えている。また、その場で活動を知った方に日常活動に参画してもらうことが重要。エリアマネジメントの中でのファンづくり会の活動については、大阪府と茨木市で連携して取り組んでいく。（茨木市）
○どのような事業者を選定するかによって事業内容が大きく変わるため、組織のあり方は仮置きとし、今回の審議会では、茨木市が提案する事業スキームでの区域指定について判断する。
○特に異論がないため、配布された答申文案を答申文書とする。ただ、答申文の中には河川区域外の事業について明記されていないが、次回本審議会には河川区域内外の事業について報告するよう申し添える。
（２）報告事項　宿泊施設の安全対策について（区域名：「尻無川河川広場」）
○実際に災害が発生したときに、店舗等にアルバイトしかいないことも考えられるため、そのような方に対しても避難訓練・防災教育を徹底していただきたい。
○多言語による案内について、英語が母国語ではない観光客もいるので、視覚に訴える手法による避難誘導が有効であると考えられるが、何か考えはあるか。
●「安全対策マニュアル」に追記し、事業者と連携して取り組む。（大正区）
○災害情報の収集手段については、周辺で生活している方にとっても重要なので、この事業をきっかけに周辺地域の方々にもアピールしていただきたい。
○ホームページ上の公開だけでなく、現場ですぐ目につくような形での災害情報の表示に取り組んでいただきたい。
○多言語対応については、翻訳アプリを普段から積極的に活用してはどうか。
○実効性のある安全対策を定めていただいた。事業者や地域と連携してPDCAサイクルによりマニュアルを改善しながら継続して安全対策に取り組んでいただきたい。
○会長の選任等について


・委員の互選により橋爪委員が会長に選任された。また、橋爪会長は会長代理に武田委員を指名した。





○審議事項　都市・地域再生等利用区域の新たな指定について（区域名:「安威川ダム」）


・今回の審議をもって「安威川ダムの都市・地域再生等利用区域の指定は妥当」と答申する。た


だし、以下の条件を付すものとする。


　　１　都市・地域再生等利用区域内の事業内容が確定した時には、本審議会に事業計画及び


その範囲を報告すること。


　　２　地域の合意が図られていることを確認するため、本審議会に組織体制も含め報告すること。





○報告事項　宿泊施設の安全対策について（区域名：「尻無川河川広場」）


・実効性のある安全対策を確認した。本審議会からは、事業者や地域と連携してPDCAサイクルにより改善しながら安全対策に取り組まれるよう要望した。
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